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＜連絡事項＞

· 9/15（火）八戸市障害福祉課より、障害者自立支援法による再調査あり。

場所：青山荘　交流室

対象者：赤坂順市様、富田紀子様、淡路智恵子様（10時）

　　　　村田昭一様、松永勘五郎様、其田淑子様、種本サハ様（13時30分）

立会い：末政、竹内、三浦

· 9/14（月）駒木　学様デイケア正式利用開始。

· 9/8（火）自立支援法の改定により、65歳以上はグループホーム対象外とのことで、その説明と今後どのようにしていくかの相談を行っている。（対象者：其田淑子様、種本サハ様）

退所は平成22年3月までに行うようにとのこと。

退所後は、アパート単身生活を希望しているが、単身生活は難しいと考えられる為、パンションリビエラ（小中野）の入居を第一候補としている。その場合、通院やデイナイトケア利用の際の交通手段を具体的に検討を行っていく。

＜利用者様情報＞
· 関口　　禅　様～前日、本人より電話連絡あり。月曜日に八戸赤十字病院退院したが、今後は同院

のデイケアを利用していくとのこと。当院デイケアの退所手続きは済んでいるのかと確認している為、退所の手続きは済んでいること説明している。

· 繁名　和恵　様～本日、定時までに来所せず連絡もない。本人宅に連絡するも不在の為、青明舎に

情報提供している。青明舎よりパンション管理人に確認したところ、今朝本人がパンション管理人のところに顔を出し、おにぎりを作って欲しいと話し部屋に戻ったとのこと。その後、本人よりデイケアに電話連絡あり、「今起きました。具合が悪いので休みます」と話されている。

· 中村　鶴子　様～母親様が退院して自宅にいるが、杖歩行で認知症も進んでいるため、1人で自宅

に置いておけない状態とのこと。母親様は8/28に介護保険認定調査を受けてお

り、1ヵ月後に結果がわかるとのこと。デイサービス利用も検討中。父親も高齢

で負担をかけたくないので、本人も日中は母親の世話をしたいと話されている。

デイケア利用日は週2回（木・金）のまま、木曜日は様子を見ての来所、金曜

日は必ず来所することとしている。

· 秋山　和子　様～変な人に会う為、バス停をずらして乗っていたが、本日またその人に会ってしま

ったとのこと。「自転車で通って声かけてった」と本人話されている。今度はひとつ遅い時間のバスに乗ってみてはどうかと説明している。

· 高橋　百壽　様～昨日来所していたが、腹部疼痛を訴え、病院受診するとのことで欠席している。

本日、受診結果の報告あり。大腸の上部と下部が同じ高さにあった為、圧迫・狭窄状態だったとのこと。内服処方され、胃痛は良くなり、排便・食欲も良好とのこと。月曜日はデイナイトケア来所すると話されている。

· 種本　サハ　様～日課で疲れたとのことで、運動療法参加拒否し、ロッカーに篭っていることあり。

疲労感が強く、日課についていけない様子みられている。グループホーム利用についての説明は、本人ニコニコして聞いており、快諾している。

⇒環境の変化に対する不安もあると考えられる為、本人の話を聞き、様子観察を行っていく。

· 島浦　美千男様～青風荘より、昨日のデイナイトケアにて五日市様に怒鳴られたと本人が話してい

たと情報提供あり。本人に確認すると、ロッカーのドアの前で五日市様が立ち止まっていた為、声をかけたら怒鳴られたとのこと。声のかけ方について、「もたもたしてるんじゃねえ」と声をかけたとのことで、言い方についても注意するように説明。本人、「言ってもしょうがないから」と五日市様について話されている。

⇒今後、トラブルがないように注意して介入を行っていく。

＜デイナイトケア事例検討＞

岩城　敏夫様（70）男性　統合失調症

利用開始日：平成13年7月30日（8年1ヶ月）

治療計画　：①妄想〔特に被害妄想〕が多いため、本人に説明し理解できるように助言・援助する。

②ペースメーカー装着について、不安等訴えには受容・助言していく。

検討内容　：本人の状態確認、情報共有

○現在の状態

· 青風荘入所中。ほとんど欠席することなく、定期的にデイナイトケア通所出来ている。

· SSTやミーティング等の話し合いの場では、自分が思っていることを一方的に話しており、場の雰囲気を乱すことがある。

· 時々、物事を被害的に捉えることがある。以前、デジカメやプリンターを購入した件について、「良いって言ってないのに、何万もするのを勝手に買われた」と思い出したように話し出すことがある。

· 噛み砕いて説明をしているが、それでも理解は難しい様子。

· 余暇は、絵画や勉強など自分の趣味を行い、無為に過ごしていることはない。

· ペースメーカーについては、8月の検査では異常なし。

○青風荘より

· 金銭について、家族から小遣いをもらったところ「自分の金だからどう使っても良い」と話し貯金には回さない。年金は貯金を考えてやりくりしている。

· 余暇は、自分の趣味を行い、有意義に過ごしている。

· 頻度は減っているが、家族も定期的に面会に来ている。

○検討結果

· 治療計画は現状のまま。

· 被害的となることがある為、他者とトラブルがないように介入していく。

＜ＳＳＴ報告＞

○デイケア

月曜日：お題『すれ違う時の視線の合わせ方』

· 田中宏明様よりお題。道を歩いていたら、すれ違った高校生に「きもい」と言われた為、すれ違う時にどうしたら良いかと相談あり。自分は、まっすぐ前を見ているとのこと。

· 田向玲美様より、自分はすれ違った女子高生から「気持ち悪いので見ないで下さい」と言われたため、もうその店には行かないと話す。他人とすれ違う時は、遠くからその知り合いが確認して、距離が近いときは目を逸らしたり下を向いたりしているとのこと。

· 荒木地和弥様は、携帯で調べ物をするふりをして、携帯を見ていると話す。

· 清水頭翼様は「遠くを見ている」、久保興介様は「チラッとだけ見る」と話されている。

· 実際に、お互いにすれ違う時の様子について話すが、特に変なところはないと話している。

· 田向様が「もうその店には行かない」と話していたが、他の場所でも会うかもしれないとの意見がある。

· 田中宏明様にも、気になる所はない為、言われて気にしないように声掛けしている。本人も、友人に話をしたりして気晴らししていると話している。

⇒ロールプレイには至らなかったが、他者の意見や対処法を聴いて解決できたのではないか。

水曜日：お題『恩返しとは』

· 繁名和恵様より、お題あり。メンバーに恩返しとは何か、スタッフから尋ねている。

· 山田健次様は「墓参り」と答えており、他メンバーからもお供え物について発言がきかれている。

· 高柳和子様は、「生きること」と話されており、自分が自殺を考えた時に、父と母が夢に出て来て「生きろ」と言ったから、自分の恩返しは生きることだと話されている。

· 古舘ヨリ様は、母親が95歳くらいで亡くなったが、その年よりも長生きしたいと話されている。

· 他にも「眠れない」などの意見があるが、ロールプレイには繋げることが出来ず。

⇒ロールプレイに繋げることが困難なお題が出ることが多く、話題もところどころで逸れることが多いグループ。出た意見をうまくお題に繋げるか、ＳＳＴの意味を繰り返し説明していく必要がある。

木曜日：『セールスを断る』

· 日頃、モヤッとしたことはないかとお題を求めると、東山昇様より、「近所のおばあさんが、自分を泥棒呼ばわりして玄関に居座った時がある」と話をされている。その時は、支援センターに電話をしたら、支援センターの職員と警察が来て対応してくれたと話されている。

· 迷惑な人が玄関に居座ったらどうするかというシチュエーションで、そのようにするかと尋ねると、「実際にあったことがない」と場面を想像出来ないメンバーが多かった。

· シチュエーションを『新聞の押し売り』に変えると、以前新聞を取ったことがあるなど意見が出ている。「読売だと地方の情報が載っていない」と具体的に断る理由を提示している。

· ロールプレイでは希望者が居ない為、スタッフが平京子様を指名している。セールスマンはスタッフが行う。得点がたくさんついているが、頑なに断ること出来ている。

· 良かった点として、「しっかり断ることが出来た」と評価あり。改善点として、すぐにドアを開けず、閉めたまま対応した方が帰ってもらいやすいとスタッフから説明している。

· 40分頃を過ぎた辺りから、淡路智恵子様からタバコの催促が頻回にあった。

⇒実際にあることのため、練習が出来てよかったと思われる。お題を、皆が想像しやすいものに変えることが出来た。

○デイナイトケア

火曜日：お題『質問をする・意見を言う』

· メンバーからテーマ希望が無かったため、用意されていたお題を元に、あすなろ交流会の場面設定でロールプレイを行っている。

· あすなろ交流会では、興味のある話題ごとに集まって意見交換をするとのこと。司会役を中村与一郎様が行っている。

中村様：青南病院から来ました中村と申します。今日はリーダーを務めさせて戴きますので、よろしくお願いします。

高橋様：3年間薬が合わなくて、主治医に言ってもなかなか薬の変更をしてくれなかった。どうしたら良いですか？

大久保様：主治医を変えてもらってはどうですか？

　中村様：大久保さんは主治医を変えると話されていますが、他はありますか？

　其田様：主治医を変えるのはとても興味があります。私は腰痛持ちで、病院に通っているが一向に良くならないので、病院を何度も変えようと考えたことがある。

　高橋様：痛み止めを貰ってはいかがですか？

　其田様：精神薬の関係で痛み止めは出せないと言われているんです。塗り薬はＯＫなんですけれど。

　中村様：他の皆さんは、主治医を変えたことはありますか？

大久保様：最近、主治医を変えたら、すごく良くなりました。

　高橋様：おととし変えたら良くなりました。

　中村様：そろそろ時間なので、主治医を変えることも良い方向だと思いますので、参考にしてみてください。

· 良かった点として、「中村さんの進行が良かった」「言葉が丁寧だった」「話す人も現状や過去をしっかりと伝えていた」「意見を伝える人はうまく話をしていた」と意見がある。改善した方が良い点は挙がらなかった。

· 全員参加型のロールプレイだったが、意見を出さない人の中には居眠りしているメンバーも見られていた。

⇒全員参加型のロールプレイは良い案。自分も参加しているんだという気分になれると思う。

木曜日：お題『買い物に行けるかどうか質問する』

· お題は稲垣ふき様より提供。買いたい物があるが、買い物に行ってもよいか分からないとのこと。青風荘スタッフに買って来て欲しいことなどを伝える練習をする。

· ロールプレイは、買い物したい人を稲垣様、青風荘スタッフは稲垣様指名にて下町サン子様が行っている。

· 用件を伝えることは出来ているが、スタッフ役が「クリープは身体に悪いから」という発言を受け、稲垣様が「どうして？」と拘っている様子あり、ロールプレイが長引いている。

· 1回目のロールプレイについて、「はっきりとして言葉で良い」「具体的でよいが、もっと簡潔な方が良い」との意見がある。また、「互いに向き合っていて良い」との意見もあったが、実際に下町様は目線を合わせていない。

· 2回目のロールプレイでも、先程のクリープのことが稲垣様の頭から離れず、話題が逸れてしまい、本来の用件を伝えることが出来ずにいる。また、買いたいものが次々と膨らんできて収集がつかない状態になっている。

⇒理解力が低いメンバーのグループだが、実際に練習を行うことが出来て良かった。実際に行う時には忘れていると考えられるため、その都度声かけや修正が必要である。

＜外来情報＞

· 村田　昭一　様～本日、八戸赤十字病院にて胃カメラの検査を実施。慢性胃炎だったとのこと。次

回は大腸の検査をする予定。

· 久保　興介　様～9/9のデイケアでは話をしていてイライラし、その疲れが長引いているとのこと。

本日も体調は良くないと話されている。

· 田名部　一樹様～月曜日、寝坊してデイケアを遅刻したとのこと。遅刻をすると悪いような気がし

て欠席してしまうと話されている為、遅刻してもデイケアには行くように説明している。










